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す み だ 北 斎 美 術 館 蔵

葛

飾

北

斎

﹃
甲
州
犬
目
峠
﹄

︵
こ
う
し
ゅ
う
い
ぬ
め
と
う
げ
)

こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
︵
浮
世
絵
風

景
画
︶﹃
富
嶽
三
十
六
景
﹄
の
う
ち
の
�
枚
。

犬
目
峠
は
、
現
在
の
山
梨
県
上
野
原
市
西
の
端
。

か
つ
て
の
犬
目
宿
と
野
田
尻
宿
の
間
に
位
置
す
る
峠

で
、
桂
川
に
沿
っ
た
こ
の
場
に
ま
で
来
る
と
、
西
南

の
方
向
に
、
雄
大
な
富
士
山
容
を
南
甲
斐
の
山
並
み

の
向
こ
う
に
望
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

画
面
は
穏
や
か
な
春
の
季
節
の
よ
う
で
、
北
斎
は

全
体
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
筆
致
を
み
せ
て
い
る
。
前

面
に
は
な
だ
ら
か
な
坂
道
が
続
き
、
小
さ
く
書
き
込

ま
れ
た
旅
人
や
荷
馬
は
山
間
の
風
景
を
楽
し
む
か
の

よ
う
に
、
語
ら
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
を
進
め
て

い
る
。
坂
道
の
背
後
は
深
い
谷
で
で
も
あ
る
か
の
よ

う
に
一
面
霞
み
、
そ
の
向
こ
う
に
大
き
く
富
士
を
描

い
て
、
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
強
調
し
て
い
る
。
画
中

に
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
る
。

葛
飾
北
斎
と
は︵
名
古
屋
滞
在
と﹃
北
斎
漫
画
﹄
�

︶

北
斎
は
文
化

年
︵
�
�
�
�
年
︶
に
も
、
関
西

14

旅
行
の
途
中
に
再
び
名
古
屋
に
滞
在
し
て
い
る
。
こ

の
折
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
有
名
な
の
は
、
名
古
屋

西
掛
所
︵
西
本
願
寺
別
院
︶
境
内
に
お
い
て
、
�
�

�
畳
大
も
の
紙
に
大
き
な
藁わ
ら

筆
で
達だ
る

磨ま

半
身
像
を
描

き
上
げ
、
見
物
の
群
衆
を
唸う
な

ら
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

︵
続
く
︶

◎新年賀詞交歓会を開く

江東東税務親和会㌀㌀㌀㌀㌀㌀�

◎「税の絵はがき」コン

クール優秀作品決定㌀㌀㌀�



語
と
し
て
生
ま
れ
た
言
葉
。
仕
入

や
販
売
、
経
費
の
支
払
い
な
ど
、

日
々
の
取
引
を
記
録
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
、
簿
記
に
よ
り
最
終
的

な
利
益
や
財
産
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

田
中
税
理
士
は
、
仕
訳
か
ら
記

帳
、
決
算
手
続
き
、
財
務
諸
表
の

作
成
等
を
、
簿
記
の
基
本
原
理
や
、
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会
長
︵
一
般
社
団
法
人
江
東
東
青

色
申
告
会
会
長
︶
の
開
会
の
言
葉

に
続
き
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

江
東
東
税
務
親
和
会
の
松
本
光
史

会
長
︵
当
会
会
長
︶
が
﹁
江
東
東

令
和
�
年
の
年
頭
を
飾
る
江
東

東
税
務
親
和
会
主
催
の
新
年
賀
詞

交
歓
会
が
、
�
月

日
㈭
亀
戸
の

16

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
に
お
い
て
、

来
賓
、
当
会
会
員
及
び
他
の
税
務

協
力
団
体
の
会
員
合
せ
て
�
�
�

名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。江

東
東
税
務
親
和
会
の
北
邑
副

令和 2 年 3 月 1 日 第 465 号 (�)

今
回
で
�
回
目
を
迎
え
た
法
人

会
主
催
の
﹁
簿
記
�
級
検
定
﹂
講

座
が
令
和
元
年

月

日
か
ら
令

11

15

和
�
年
�
月

日
ま
で

回
に
わ

21

14

た
り
法
人
会
館
で
行
わ
れ
た
。

講
師
に
東
京
税
理
士
会
江
東
東

支
部
所
属
の
田
中
浩
太
郎
税
理
士

を
迎
え
、
�
名
の
方
が
受
講
し
た
。

簿
記
と
は
﹁
帳
簿
記
入
﹂
の
略

﹁
簿
記

級
検
定
﹂
講
座
開
催

全

回
終
了
！

3

14

令
和
最
初
の
新
年
の
幕
開
け

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
く

江
東
東
税
務
親
和
会

税
務
親
和
会
を
構
成
す
る
各
団
体

そ
れ
ぞ
れ
に
、
事
業
活
動
は
異
な

る
も
の
の
、
そ
の
根
底
に
流
れ
る

も
の
は
、﹁
税
知
識
の
普
及
﹂、﹁
納

税
意
識
の
向
上
﹂、﹁
円
滑
な
る
税

務
行
政
へ
の
寄
与
﹂
で
あ
る
。
現

在
、
国
税
及
び
地
方
税
当
局
が
組

織
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
﹁
ｅ
-

Ｔ
ａ
ｘ
﹂﹁
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
﹂
の
利
用

普
及
に
努
め
、
さ
ら
に
は
昨
年
10

月
�
日
か
ら
消
費
税
の
税
率
が
�

％
か
ら

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

10

同
時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
対
す
る
説
明
会
等
を
開
催
し
、

初
回
申
告
に
向
け
て
定
着
を
図
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
我
々
税
務

協
力
団
体
が
連
携
し
て
邁
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
成
相
明
子
江
東
東
税

務
署
長
、
西
沢
潤
東
京
都
江
東
都

税
事
務
所
長
の
来
賓
二
氏
か
ら
、

日
頃
の
税
務
行
政
へ
の
協
力
の
謝

意
と
更
な
る
協
力
を
要
請
す
る
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
会
場
を
移
し
、
石
内

健
一
郎
江
東
東
税
務
署
副
署
長
の

乾
杯
で
再
開
し
た
。
途
中
で
米
沢

江
東
区
議
会
議
長
、
山
﨑
江
東
区

挨拶される成相税務署長

松本会長

国税の申告と納税はe-Taxで。

取
引
の
処
理
な
ど
に
重
点
を
お
い

た
講
義
を
解
り
や
す
く
行
っ
た
。

簿
記
�
級
検
定
の
合
格
を
祈
り

た
い
。

じゃんけん大会の勝者と講師

主
体
﹂﹁
蓄
積
し
た
情
報
を
知
恵

に
変
え
る
﹂
等
で
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
必
要
な
新
し
い
脳
の
使
い

方
を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を

行
い
、
勝
ち
残
っ
た

人
に
先
生

10

の
サ
イ
ン
本
を
贈
呈
し
た
。

恒
例
の
当
会
主
催
の
新
春
講
演

会
が
�
月

日
㈭
ア
ン
フ
ェ
リ
シ

16

オ
ン
で
開
か
れ
、
脳
科
学
者
の
茂

木
健
一
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
﹁
ど

忘
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
思
い

出
す
力
﹂
～
記
憶
脳
か
ら
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
脳
へ
～
と
題
し
、
ご
講
演

を
い
た
だ
い
た
。

従
来
型
の
記
憶
脳
が
﹁
覚
え
る
﹂

﹁
外
部
の
情
報
を
蓄
積
す
る
﹂
等

で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
時
代
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
脳
は
﹁
思
い
出
す
が

新
春
講
演
会

を
開
催

熱心な受講生と講師

長
︵
特
別
区
長
会
会
長
︶
の
来
賓

二
氏
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、
来
賓
・

会
員
と
の
和
や
か
な
懇
談
の
後
、

江
東
東
税
務
親
和
会
の
菅
野
幹
事

︵
江
東
東
間
税
会
会
長
︶
の
閉
会

の
言
葉
で
終
了
し
た
。

な
お
、
こ
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

に
先
立
ち
、﹁
�

�

�

�

年
ｅ
-Ｔ

ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
推
進
宣

言
﹂
を
行
い
、
江
東
東
税
務
親
和

会
の
松
本
会
長
か
ら
、
成
相
江
東

東
税
務
署
長
、
西
沢
東
京
都
江
東

都
税
事
務
所
長
、
佐
藤
江
東
区
役

所
納
税
課
長
に
そ
れ
ぞ
れ
宣
言
書

を
交
付
し
た
。
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成
相
署
長
は
、
は
じ
め
に
、
当

女
性
部
会
に
対
し
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の
開
催
な
ど
、

税
務
行
政
へ
の
理
解
と
協
力
に
つ

い
て
お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
、
国
税
庁
の
組
織
の
機
構

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
る
税
務
大
学
校
は
、
国

家
公
務
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
税

女
性
部
会
の
研
修
会
が
、
去
る

月

日
㈬
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

12

18

に
於
い
て
、
部
会
員
等

名
が
参

25

加
し
、
講
師
に
江
東
東
税
務
署
の

成
相
明
子
署
長
を
迎
え
﹃
こ
れ
ま

で
の
勤
務
経
験
を
通
じ
て
学
ん
だ

こ
と
﹄
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

働
き
方
改
革
関
連
法
の
全
体
像
と

施
行
時
期
②
年
�
日
の
年
次
有
給

休
暇
の
罰
則
付
き
強
制
付
与
制
度

と
年
給
管
理
簿
③
時
間
外
労
働
の

絶
対
的
上
限
規
制
︵
月

時
間
・

45

年
�
�
�
時
間
︶
と
三
六
協
定
の

届
出
④
令
和
�
年
�
月
�
日
か
ら

適
用
さ
れ
る
中
小
企
業
に
お
け
る

月

時
間
超
時
間
外
割
増
賃
金
率

60

︵

％
以
上
︶
の
猶
予
廃
止
⑤
労

50
働
時
間
の
上
限
規
制
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
に
対
し
て
も
、
令
和
	

年
�
月
�
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
等

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

参
加
者

名
は
、
改
め
て
働
き

20

方
改
革
関
連
法
へ
の
対
応
が
早
急

に
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
、﹁
な
る

ほ
ど
﹂
と
頷
く
こ
と
も
多
く
、
大

変
勉
強
と
な
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

平
成


年
か
ら
の
�
年
間
は
、
国

際
協
力
に
従
事
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

職
員
と
と
も
に
、
開
発
途
上
国
の

税
務
職
員
に
対
し
、
日
本
の
税
制

を
研
修
す
る
担
当
と
な
っ
た
こ
と
、

開
発
途
上
国
の
税
務
職
員
と
の
会

話
が
す
べ
て
英
語
で
、
毎
日
緊
張

の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
文
化
を
学
べ
、
視
野
が
広

が
っ
た
こ
と
な
ど
、
今
ま
で
の
勤

務
経
験
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
�

年
間
で
あ
っ
た
と
話
さ
れ
た
。

今
年
も
経
営
研
修
会
が
、
去
る

	
月

日
㈪
法
人
会
館
に
於
い
て
、

17

講
師
に
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・

経
営
士
の
荒
木
康
之
氏
を
迎
え

﹃
改
正
労
働
基
準
法
対
策
セ
ミ
ナ

ー
﹄
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

同
氏
は
、
小
売
業
等
の
経
営
に

長
く
携
わ
り
、﹁
現
場
主
義
﹂
を
柱

に
本
音
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し

中
小
企
業
経
営
者
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
。

同
氏
は
、
ま
ず
、﹁
改
正
労
働
基

準
法
と
今
す
ぐ
始
め
る
べ
き
実
務

対
応
の
ポ
イ
ン
ト
﹂
と
し
て
、
①

改
正
労
働
基
準
法
対
策
セ
ミ
ナ
ー

経
営
研
修
会

めざします。企業の繁栄と社会への貢献

荒木康之氏

女
性
部
会
研
修
会

江
東
東
税
務
署

成
相
署
長
の
講
演

務
職
員
に
対
し
て
必
要
な
研
修
を

行
う
機
関
で
あ
り
、
本
校
と
呼
ば

れ
て
い
る
霞
が
関
事
務
室
と
和
光

校
舎
の
ほ
か
、
全
国

か
所
の
研

12

修
所
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
説

明
さ
れ
た
。

税
務
大
学
校
で
は
、
高
等
学
校

あ
る
い
は
大
学
を
卒
業
し
た
新
規

採
用
者
を
対
象
と
し
た
研
修
、
国

際
取
引
等
の
実
務
に
即
し
た
研
修

な
ど
、
国
税
庁
の
所
掌
事
務
に
従

事
す
る
た
め
の
必
要
な
研
修
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
税
務

に
関
す
る
国
際
協
力
も
行
わ
れ
て

お
り
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
の
枠
組
み
の

下
、
開
発
途
上
国
の
税
務
職
員
を

対
象
と
し
て
、
日
本
の
税
制
・
税

務
行
政
全
般
に
つ
い
て
講
義
が
行

わ
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
-
Ｔ

Ａ
Ｘ
-
Ｔ
Ｖ
﹂
で
国
税
庁
の
海
外

協
力
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

成
相
署
長
は
、
税
務
大
学
校
で

の
勤
務
経
験
が
通
算
で


年
あ
り
、

講師の成相署長

続
い
て
、
ご
趣
味
の
美
術
鑑
賞

の
お
話
に
移
り
、
成
相
署
長
が
最

近
鑑
賞
し
た
﹁
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
﹂

展
に
つ
い
て
、
家
系
図
等
を
用
い

な
が
ら
、
中
世
か
ら

世
紀
初
頭

20

ま
で
の
�
�
�
年
以
上
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
支
配
し
て
き
た
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
の
歴
史
や
、
マ
リ
ア
・
テ
レ

ジ
ア
、
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
な
ど
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
著

名
な
�
人
の
物
語
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
。

最
後
に
、
税
務
大
学
校
で
国
際

協
力
に
従
事
し
た
こ
と
が
、
海
外

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
海

外
旅
行
や
現
地
で
の
美
術
館
巡
り

を
行
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
、

講演される成相署長と受講者

ま
た
、
絵
画
を
鑑
賞
す
る
際
に
は
、

歴
史
等
の
知
識
が
あ
る
と
よ
り
楽

し
め
る
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

研
修
会
終
了
後
、
成
相
署
長
、

石
内
副
署
長
、
松
永
法
人
�
統
括

官
、
廣
瀬
上
席
調
査
官
、
松
本
法

人
会
会
長
と
女
性
部
会
員
の
交
流

会
を
和
や
か
に
開
催
し
た
。
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江
東
東
税
務
署
長
賞

[第
一
大
島
小
学
校
]

小
林

練
さ
ん
︵
�
年
生
︶

江
東
東
法
人
会
長
賞

[第
一
大
島
小
学
校
]

小
林
花
音
さ
ん
︵
�
年
生
︶

当
会
で
は
女
性
部
会
の
租
税
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
管
内
小
学

校
の
�
年
生
・
�
年
生
の
児
童
を

対
象
に
﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の
募
集
を
平
成
25

年
度
か
ら
毎
年
�
回
行
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
度
は
、
昨
年
�
月
�

日
㈪
か
ら
女
性
部
会
役
員
等
が
管

内
の
小
学
校
を
訪
問
し
て
応
募
の

依
頼
を
行
っ
た
。

�
月

日
㈮
を
募
集
締
め
切
り

30

と
し
て
、
第
一
亀
戸
小
学
校

名
、

93

浅
間
竪
川
小
学
校
�
�
�
、
第
一

大
島
小
学
校
�
�
�
名
、
第
四
大

島
小
学
校

名
、
東
砂
小
学
校

58

27

名
と
計
�
校
�
�
�
名
か
ら
の
作

品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

応
募
作
品
は
、
江
東
東
税
務
署

及
び
第
三
亀
戸
中
学
校
の
寺
沢
講

師
︵
美
術
担
当
︶
の
協
力
を
得
て
、

厳
正
な
審
査
を
行
い
、
江
東
東
税

務
署
長
賞
、
法
人
会
長
賞
、
女
性

部
会
長
賞
、
法
人
会
長
特
別
賞
、

審
査
員
特
別
賞
、
優
秀
作
品
賞
が

次
の
と
お
り
決
ま
っ
た
。

令和 2 年 3 月 1 日 第 465 号 (�)

江
東
東
法
人
会

女
性
部
会
長
賞

[浅
間
竪
川
小
学
校
]

石
井
小
楓
さ
ん
︵
�
年
生
︶

江
東
東
法
人
会
会
長
特
別
賞

[第
一
大
島
小
学
校
]

須
藤

汀
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[第
四
大
島
小
学
校
]

若
林
愛
子
さ
ん
︵
�
年
生
︶

審
査
員
特
別
賞

[浅
間
竪
川
小
学
校
]

土
屋
桃
瑚
さ
ん
︵
�
年
生
︶

優
秀
作
品
賞
︵

作
品
︶

10

[第
一
亀
戸
小
学
校
]

相
庭
小
春
さ
ん
︵
�
年
生
︶

中
原
綾
菜
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[浅
間
竪
川
小
学
校
]

李

亜
唯
さ
ん
︵
�
年
生
︶

岸
拓
空
さ
ん
︵
�
年
生
︶

堀
内
梨
瑚
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[第
一
大
島
小
学
校
]

佐
々
木
瑠
美
さ
ん
︵
�
年
生
︶

石
川
楓
子
さ
ん
︵
�
年
生
︶

近
藤
沙
凪
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[第
四
大
島
小
学
校
]

松
本
英
澪
奈
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[東
砂
小
学
校
]

渡
辺
宏
子
さ
ん
︵
�
年
生
︶

な
お
、

月

日
㈮
に
開
催
さ

11

22

れ
た
納
税
表
彰
式
で
は
、
江
東
東

税
務
署
長
賞
の
小
林
練
さ
ん
、
江

東
東
法
人
会
長
賞
の
小
林
花
音
さ

ん
、
江
東
東
法
人
会
女
性
部
会
長

賞
の
石
井
小
楓
さ
ん
が
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
た
。

小
学
生
か
ら

作
品
の
応
募

第
�

回

﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

488

未
使
用
タ
オ
ル

提
供
の
お
願
い
�

法人会は消費税の期限内完納を推進しています。

若林愛子さん

江東東法人会長特別賞

須藤 汀さん

江東東法人会長特別賞

小林花音さん

江東東法人会長賞

小林 練さん

江東東税務署長賞

土屋桃瑚さん

審査員特別賞

石井小楓さん

江東東法人会女性部会長賞

皆
様
方
が
お
年
賀
等
で
お

取
引
先
様
な
ど
か
ら
頂
戴
す

る
タ
オ
ル
で
、
未
使
用
で
余

っ
て
い
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
当
会
事
務
局
へ
ご

提
供
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
当
会
で
は
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
未
使
用
タ
オ
ル
を
社
会

福
祉
法
人
等
を
通
じ
て
寄
贈

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

災
害
被
災
地
で
は
必
要
と
さ

れ
て
い
る
方
々
が
、
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
随
時
受

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、

ご
提
供
く
だ
さ
い
。



法人会ニュース 江 東 ひ が し(�) 第 465 号 令和 2 年 3 月 1 日

めざします。企業の繁栄と社会への貢献

禎
纉
︵
ム
ン
ジ
ョ
ン
チ
ャ
ン
︶
さ

ん
。
料
理
修
行
を
積
み
�
年
前
に

﹁
韓
味
家
﹂
さ
ん
を
オ
ー
プ
ン
。

奥
様
の
久
美
子
さ
ん
と
営
む
カ
ジ

ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
の
お
店
だ
。

店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
�
席
、
16

名
入
れ
る
小
上
が
り
が
あ
り
、
ワ

ン
コ
イ
ン
の
お
弁
当
や
お
得
な
ラ

ン
チ
、
夜
の
お
食
事
と
知
る
人
ぞ

知
る
繁
盛
店
だ
。

ラ
ン
チ
は
日
替
り
を
含
め

種
10

類
ほ
ど
あ
り
サ
ラ
ダ
・
ご
飯
が
付

い
て
�
�
�
円
か
ら
。
具
沢
山
の

﹁
ス
ン
ド
ゥ
ブ
定
食
﹂
や
癖
に
な

る
辛
さ
の
﹁
ユ
ッ
ケ
ジ
ャ
ン
つ
け

麺
定
食
﹂﹁
和
牛
カ
ル
ビ
定
食
﹂
は

大
人
気
で
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

お
料
理
は
新
鮮
な
野
菜
と
厳
選

し
た
良
質
な
肉
、
自
家
製
調
味
料

に
こ
だ
わ
り
、
ど
れ
も
絶
品
。
特

に
﹁
炙
り
上
ト
ロ
牛
刺
し
﹂
は
と

ろ
け
る
一
品
だ
。
そ
の
他
、
自
然

発
酵
製
法
の
﹁
手
造
り
キ
ム
チ
﹂

や
﹁
手
長
タ
コ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

連 載今
回
ご
紹
介
す
る
韓
国
家
庭
料

理
﹁
韓
味
家
︵
か
ん
み
や
︶﹂
さ
ん

は
東
京
税
理
士
会
江
東
東
支
部
の

島
村
支
部
長
ご
推
薦
の
お
店
だ
。

お
店
は
、
¢
西
橋
の
袂
近
く
、

¢
西
橋
通
り
と
清
州
橋
通
り
を
結

ぶ
神
町
通
り
に
あ
る
。
島
村
支
部

長
の
事
務
所
か
ら
も
近
く
頻
繁
に

通
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

店
主
は
、
来
日
し
て

年
の
文

30

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店

㉟

韓
国
家
庭
料
理
﹁
韓
味
家
﹂

東
京
税
理
士
会
江
東
東
支
部

島
村
支
部
長

店主の文さんと奥様の久美子さん
島村支部長

サ
ラ
ダ
﹂、
甘
辛
ダ
レ
の
﹁
ヤ
ム
ニ

ョ
ム
チ
キ
ン
﹂
も
人
気
。
ま
た
韓

味
家
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
﹁
長
芋

明
太
チ
ヂ
ミ
﹂
は
お
す
す
め
。
更

に
た
っ
ぷ
り
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
濃
厚

ス
ー
プ
﹁
漢
方
参
鶏
湯
﹂
は
独
り

占
め
し
た
く
な
る
美
味
し
さ
。

も
ち
ろ
ん
韓
国
料
理
で
人
気
の

﹁
サ
ム
ギ
ョ

プ
サ
ル
﹂
や
話
題
の

﹁
チ
ー
ズ
ダ
ッ
カ
ル
ビ
﹂、
ス
イ
ー

ツ
の
﹁
ホ
ッ
ト
ッ
ク
﹂
も
あ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
新
大
久
保
ま
で
行
か
な

く
て
も
韓
味
家
さ
ん
で
味
わ
え
る
。

店
主
の
作
る
お
料
理
に
は
体
の

中
か
ら
健
康
を
作
る
素
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
い
、
お
客
様
へ
疲
労
回

復
・
体
質
改
善
・
風
邪
予
防
・
美

肌
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。
飲
み
物

も
マ
ッ
コ
リ
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
酒

や
韓
国
伝
統
茶
な
ど
あ
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
サ
ワ
ー
も
お
す
す
め
。

店
主
は
﹁
辛
味
を
伺
っ
て
好
み

の
味
に
な
る
よ
う
�
品
�
品
心
を

込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様

に
﹁
マ
シ
ッ
タ
︵
美
味
し
い
︶
！
﹂

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
﹂
と
の
こ
と
。

住

所
：
東
砂
�
-

-
	

14

電

話
：
�
�
�
�
-
�
�


�

時

間
：
月
～
土
曜
日
・
祝
日

時

分
～

時

11

30

14

時
～

時

17

23

定
休
日
：
日
曜
日

赤いのれんの韓味家さん入口

オリジナル

「長芋明太チヂミ」730円

とろける美味さ

「炙り上トロ牛刺し」980円

瀬戸内海産の「手長タコの

シャキシャキサラダ」930円

甘辛「ヤムニョムチキン」

（小）530円（大）850円

絶品！「漢方参鶏湯」2,580円



十
騎
町
に
道
場
試
衛
館
を
開
い
て

門
人
を
教
導
し
て
い
た
。
邦
武
に

子
供
が
な
く
門
人
宮
川
勝
太
が
若

年
に
し
て
し
か
も
沈
勇
、
武
芸
も

抜
群
で
あ
る
の
に
着
目
し
て
こ
れ

を
養
子
と
し
、
四
世
近
藤
勇
昌
宜

と
名
の
ら
せ
た
。
試
衛
館
を
引
き
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俗
文
化
財
の
石
宝
塔
﹁
法
華
経
供

養
塔
﹂
が
あ
る
。
享
保
�
年
︵
一

七
二
〇
︶
�
月
建
立
の
銘
が
あ
る
。

ま
た
本
堂
裏
手
に
は
剣
道
天
然

理
心
流
開
祖
近
藤
内
蔵
助
長
裕
の

墓
石
が
あ
る
。

妙
久
寺
・
近
藤
長
裕
の
墓

北
砂
二
丁
目

●
妙
久
寺

本
尊
は
三
宝
と
祖
師
日
蓮
、
番

神
像
を
安
置
す
る
。
創
立
は
寛
永

�
年
︵
一
六
三
〇
︶
小
湊
誕
生
寺

第

世
守
玄
院
日
領
の
建
立
で
歴

16
史
は
ふ
る
い
。
日
領
は
不
受
不
施

派
︵
法
華
経
の
信
者
以
外
に
は
布

施
を
う
け
ず
、
施
さ
ぬ
主
義
で
幕

府
に
禁
圧
さ
れ
る
。︶
に
属
し
た

の
で
身
延
派
に
反
対
さ
れ
て
奥
州

相
馬
︵
福
島
︶
に
流
さ
れ
慶
安
元

年
︵
一
六
四
八
︶

月

日
今
の

11

23

福
島
県
相
馬
郡
中
村
町
所
在
佛
立

寺
で
死
亡
し
た
。

文
化

年
︵
一
八
一
六
︶
�
月

13

�
日
火
災
に
よ
り
諸
堂
焼
失
し
て
、

復
興
し
た
建
物
が
安
政
�
年
︵
一

八
五
五
︶

月
の
大
震
災
で
倒
壊
、

10

安
政
�
年
�
月
の
津
波
に
よ
り
宝

物
什
器
こ
と
ご
と
く
流
失
し
た
。

当
寺
本
堂
手
前
左
側
に
有
形
民

●
近
藤
内
蔵
助
長
裕

近
藤
長
裕
は
遠
江
国
︵
静
岡
県
︶

の
人
で
神
道
流
祖
飯
篠
長
威
斎
家

直
の
子
孫
と
伝
え
ら
れ
、
天
然
理

心
流
を
創
始
し
江
戸
に
き
て
多
く

の
門
弟
を
と
り
た
て
有
名
と
な
り
、

文
化


年
︵
一
八
〇
七
︶

月
10

16

日
死
去
し
た
。

流
祖
長
裕
の
あ
と
二
世
三
助
方

昌
は
八
王
子
に
道
場
を
開
い
た
の

で
同
流
派
は
、
三
多
摩
地
方
に
ひ

ろ
ま
っ
た
。

三
世
周
助
邦
武
は
江
戸
牛
込
二

令和 2 年 3 月 1 日 第 465 号 (�)
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連載

▲日蓮宗妙久寺

▼
妻
の
癌
が
再

発
し
、
他
界
し

た
。
私
は
妻
が

い
な
い
と
何
も

出
来
な
い
人
間

な
の
で
困
惑
し
て
い
る
。

▼
幼
稚
園
か
ら
の
幼
馴
染
み
で
、

小
学
校
は
別
だ
っ
た
が
、
�
年
生

ま
で
同
じ
ピ
ア
ノ
教
室
で
習
っ
て

い
た
。
妻
は
そ
の
後
、
音
楽
大
学

を
卒
業
し
、
結
婚
す
る
ま
で
ピ
ア

ノ
の
先
生
を
し
て
い
た
。

▼
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
お

互
い
に
年
賀
状
の
遣
り
取
り
が
あ

り
、
た
ま
た
ま
平
日
の
休
み
が
一

致
し
て
行
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
で
、
意

気
投
合
。
そ
の
後
、

歳
で
結
婚

27

し
た
。
面
倒
を
見
て
あ
げ
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
に
、
実
際
は
、
し

っ
か
り
者
の
妻
に
私
が
ず
っ
と
面

倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
た
。

▼
結
婚
か
ら
約

年
で
彼
女
は
逝

38

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
娘
に
﹁
母
さ

ん
と
出
会
っ
て
か
ら
な
ら
、

年
60

で
し
ょ
﹂
と
言
わ
れ
、
そ
う
か
⁝

と
納
得
す
る
こ
と
に
し
た
。

▼
亡
く
な
っ
て
�
年
が
過
ぎ
、
子

供
達
と
妻
の
思
い
出
話
、
ま
た
悪

口
を
言
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
前

進
し
て
い
る
。

︵
寺
)

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

つ
い
だ
勇
の
評
判
は
ま
す
ま
す
高

く
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
勤
皇
佐
幕

抗
争
に
よ
っ
て
天
下
騒
然
と
し
、

幕
府
の
召
に
よ
り
文
久
�
年
︵
一

八
六
三
︶
門
弟
十
数
人
を
従
え
京

都
に
入
り
、
新
撰
組
の
頭
取
と
し

て
活
躍
し
た
話
は
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
鳥
羽
伏
見
の
役
に
敗
け

て
江
戸
に
帰
り
、
再
拳
を
計
っ
た

が
失
敗
し
つ
い
に
官
軍
に
捕
わ
れ

て
処
刑
さ
れ
た
。
勇
は
養
父
邦
武

に
対
し
て
孝
養
き
わ
め
て
厚
く
、

流
祖
長
裕
の
墓
参
も
怠
ら
な
か
っ

た
と
い
う
。
現
在
も
門
下
生
に
よ

っ
て
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

第
�

回

通
常
総
会

創
立

周
年
記
念
式
典
ご
案
内

70

開
催
日

�

月
�

日
㈭

会

場
：

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

会

費
：

無

料

第
�
部

第


回
通
常
総
会
︵
午
後
�
時
～
︶

第
�
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
�
号
議
案

令
和
元
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

報
告
事
項
�

令
和
�
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
事
項
�

令
和
�
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
�
部

創
立

周
年
記
念
式
典
︵
午
後
�
時

分
～
︶

70
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第
�
部

記
念
講
演
会
︵
午
後
�
時

分
～
︶

30

第
�
部

記
念
祝
賀
会
︵
午
後
�
時

分
～
︶

45

※
正
式
な
ご
案
内
状
は
�
月
下
旬
に
ご
郵
送
し
ま
す
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▲近藤長裕の墓
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スマートフォン等でe-Taxがご利用いただけます。

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

2020年度 国税専門官募集

Pride of the Specialist∼公平な世の中を創る、志∼

適正かつ公平な賦課及び徴収の実現を、我々と一緒に目指してみませんか。

国税専門官は、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・

会計等の専門知識を駆使して適正な課税を維持し、また、租税収入を確保するための

事務を行います。

◇受験資格 � 平成�年�月�日〜平成11年�月�日生まれの者

� 平成11年�月�日以降生まれの者で次に掲げるもの

⑴ 大学を卒業した者及び令和�年�月までに大学を卒業する見込み

の者

⑵ 人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認める者

◇申込方法 インターネット申込み

人事院ホームページ上の申込専用アドレスを御利用ください。

／／ ／[http:／／www.jinji-shiken.go.jp／juken.html]

◇受付期間 令和�年�月27日㈮	時から�月
日㈬まで［受信有効］

◇試 験 日 第�次試験 令和�年�月日㈰

第�次試験 令和�年月
日㈬から月17日㈮までのうち指定され

た日時

� 詳細については、お気軽に東京国税局人事第二課試験係（電話（03）3542-2111

内線2162）までお尋ねください。
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�月
11日㈬ 消費税軽減税率制度説明会及び決算法人説明会 午前の部 午 前 10 時

午後の部 午 後 � 時
カメリアプラザ

〃
13日㈮ 生活習慣病予防検診 午前�時30分 江東区総合区民

セ ン タ ー
17日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館
19日㈭ 源泉部会 研修会 午後�時30分 法 人 会 館

内容：「源泉徴収・年末調整」〜令和�年	月からの実務はこう変わる！〜
講師：江東東税務署担当官
生活習慣病健康診断 午前�時30分 江東区総合区民

セ ン タ ー
24日㈫ 経理担当者のための消費税軽減税率制度等説明会 午後�時30分 法 人 会 館
26日㈭ 第
回 理事会 午後�時30分 法 人 会 館

�月
�日㈬ 東砂第�支部研修会 午後時30分 東砂北地区集会所
14日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

東砂第�支部研修会 午 後  時 東砂南地区集会所
16日㈭ 第15回全国女性フォーラム愛媛大会 愛 媛 国 際 貿 易

セ ン タ ー
17日㈮ 税務研究部会 第49回 通常総会 午後�時30分 法 人 会 館
21日㈫ 決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署
24日㈮ 第	回 理事会 午 後 � 時 法 人 会 館


月
12日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

女性部会 第53回 通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館
15日㈮ 青年部会 第49回 通常総会 午 後 
 時 法 人 会 館
16日㈯ 第43回 社会貢献活動「まちをきれいに」 午前�時30分 大 島 地 区
19日㈫ 新設法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署
22日㈮ 源泉部会 第46回 通常総会 午後�時30分 法 人 会 館

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になってください。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局まで。 ☎03-3684-2303

◀行 事 予 定▶
㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

P-B10031

管内法人数 4,356社 法人会員数 1,522社 加入率 34.94％（令和�年�月31日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／
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